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１．はじめに 

 著者らが提案する教育システムは，特別支援

学校で学ぶ子供たちの学習の支援を目的として

いる． 

 特別支援学校は，学校教育法により制定され

ている学校である．平成 23 年度時点で国公立と

私立を合わせて全国に 1,049 の特別支援学校が

ある．障害別では，延べ数で視覚障害 86 校，聴

覚障害 118 校，知的障害 673 校，肢体不自由 314

校などとなっている．これらの学校に在籍する

生徒数は，126,123 名となっている[1]． 

 特別支援学校では，小学校や中学校，高等学

校に準ずる教育を行うだけでなく，将来自立し

て社会に出るための自立学習も行っている．そ

のため専門の知識を持った教員が子供たちの指

導にあたっている． 

 一般的な教育機関では，学級単位で子供たち

の教育や生活の指導を行うが，特別支援学校で

は，子供たちの障害の程度や発達の度合いによ

って個別にグループを作り指導を行っている． 

 著者らが今回提案して開発を進めている教育

システムは，このような学校で利用することを

前提としている．著者らがこれまでに調査した

結果では，下記の 2 つの事柄については比較的

多くの症状に共通すると言われていることがわ

かった． 

１） 耳から入ってきた言葉を脳内で理解する速

度が比較的ゆっくりしており時間がかかる． 

２） 注意を一カ所に集中させることができず目

に入るものすべてが気になり学習に集中で

きない． 

 著者らは上記の 2 つの事柄に着目して教育シ

ステムの提案を行い，開発を進めている． 

 本稿では，著者らが開発を進めている教育シ

ステムの全体像とその応用例について述べると

ともに，現在の進捗と今後の予定などについて

述べる． 

本研究は，独立行政法人科学技術振興機構研

究成果展開事業 A-STEP フィージビリティスタデ

ィ探索タイプに採択された研究課題である． 

 

 

 

２．本システムの概要 

 特別支援学校での教育で利用される主教材は，

文部科学省で制定されたものである．しかしな

がら，現場での教育指導においてこれで十分と

は言えず，少なからず副教材と呼ばれる教育を

補助する教材が使われているのが現状である． 

 著者らが提案し，開発を行っている教育シス

テムもこれら副教材の一種である．前述したよ

うに「理解に時間がかかる」「集中できない」

と言った問題を軽減するためには，時間をかけ

てゆっくりと指導すればよいのだが，時間的な

制約もあり限度がある． 

 そこで，集中して自学自習できるような副教

材があれば，学校だけでなく家庭でも学習する

ことができ，これまで以上の学習効果が期待で

きると考えられる． 

 本教育システムは，デジタル化された音声デ

ータを任意の速度で再生しても音程が変化しな

い技術を利用している．この音声データの低速

再生に同期させて文字や絵を表示することで前

述の１）の事柄に対応することを考えている．

また，再生する装置に余計なボタン類がないタ

ブレット端末にすることで２）に対応すること

を考えている． 

・シナリオエディタ 

・シンクロプレイヤ 

 シナリオエディタは，音声データから同期の

タイミングを作り出すソフトウェアであり，通

常のパソコン上で動作する．シンクロプレイヤ

は，シナリオエディタで生成されたタイミング

データと文字や絵などのオブジェクトを同期さ

せて再生するプレイヤである． 

 本章では上記の 2 つのソフトウェアについて

説明する． 

 

2.1.シナリオエディタ 

 デジタル化された音声データは，音声の再生

に必要な情報のみが記録されており，本システ

ムで必要な同期タイミング情報等は記録されて

いない．また，オリジナルの音声データを専用

のデータ形式に変換してしまっては汎用性が失

われ使いにくいものになってしまう． 

 そこで，オブジェクトとの同期のタイミング
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のみを記録した専用ファイルを XML 形式で生成

するのがシナリオエディタの役割である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1：シナリオエディタ 

 

 図 1 に開発中のシナリオエディタを示す．左

がタイミング示す数値データである．右の文字

列は，あらかじめ作成しておいたデータであり，

どの部分を再生したのかを示している． 

生成されたタイミングファイルをシナリオス

クリプトファイルと呼び，音声データと共に保

存される． 

 

2.2.シンクロプレイヤ 

 シナリオエディタによって生成されたシナリ

オスクリプトファイルと元の音声データ，同期

させるオブジェクトデータをまとめて 1 つのコ

ンテンツとし，これをブックファイルと呼ぶ． 

 このブックファイルは Web サイトで公開する

予定である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2：シンクロプレイヤ 

 

 図 2 は，開発中のシンクロプレイヤである．

シンクロプレイヤは，ブックファイルを Web サ

イトからダウンロードし，シナリオスクリプト

ファイルを読みだして音声データとオブジェク

トを同期させて再生する． 

 このシンクロプレイヤは現在パソコン上でプ

ロトタイプを開発中であるが，タブレット端末

上で実装することで，学校だけでなく家庭にお

いても自学自習できる環境を提供する． 

 

３．本システムの応用 

 著者らが提案し，開発を行っている学習シス

テムは，特別支援学校で学ぶ子供たちの学習支

援を目的で開発を進めている．一方で，本シス

テムの応用範囲は広く，高齢者への支援システ

ムとしても利用ができる． 

 また，音声と文字を同期させることができる

ため，幼い子供の知育教材としての応用も可能

である．さらに，タブレット端末を利用してい

るので，画面をタップするなどの動作に対する

リアクション機能を付加することでさらに学習

効果が高まると期待されている． 

 応用例として現在考えているのが，動画との

同期である．これは，手話を学ぶ際に大変有力

な手段で，音声に対して実際の動作を見せるこ

とでより直感的に手話を学ぶことができるのは

ないかと考えられる． 

 

４．おわりに 

 本稿では，著者らが開発中の教育システムに

ついての概要などについて述べた．現状では，

シナリオエディタとシンクロプレイヤのプロト

タイプが完成しているにすぎず，ブックファイ

ルの種類や配布用 Web サイトの構築などが手つ

かずになっているのが現状である． 

 しかしながら，コアとなる部分は完成してお

り特別支援学校で働く先生方にも使っていただ

き，多くのアドバイスをいただいている． 

 また，現在我々は物語などの朗読を意識して

いるが，単純な「あいうえお表」のようなもの

の方が利用頻度が高くあればうれしいとの意見

もあり，本システムからの派生ソフトウェアと

して開発を念頭に入れている． 

 シンクロプレイヤを実装するタブレットにつ

いては，現在，iOS 版と Android 版の 2 種類の開

発を進めている． 

 今後は，特別支援学校で実際に使っていただ

き，より完成度が高いものを作るとともに，学

習効果の検証と普及を行っていく． 
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